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●次年度副会長・専務・会計担当理事 決定!! ●次年度理事・監事・県出向役員候補決定！!　　　　　　　　

次年度副会長・専務理事兼会計担当理事決定次年度副会長・専務理事兼会計担当理事決定
【副会長】

【専務理事 兼 会計担当理事】

高井 賢一 会員
美酒佳肴ゆらく 代表
（平成17年6月入会）

中村 友紀 会員
㈱サンイントウエイ 代表取締役社長

（平成20年2月入会）

永井 拓未 会員
㈱クラム 代表取締役
（平成23年3月入会）

足立　駿 会員
足立ふとん店米子店 店長
（平成24年1月入会）

恵比木 健 会員
㈱松本油店 課長代理
（平成28年1月入会）

木嶋 康之 会員
㈱D・I・P

（平成23年7月入会）

平成26年度  副委員長
平成28年度 委員長
平成29年度 県出向理事
平成30年度 副会長

平成25年度 副委員長
平成27年度 委員長
平成28年度 県出向理事
平成30年度 委員長

平成29年度 副委員長
平成30年度 委員長
令和元年度 専務理事

平成25年度 副委員長
平成27年度 県出向理事
平成29年度 委員長
平成30年度 県出向理事

　コロナ騒動真っ只中の4月11日に原稿を書い
ているので、中央会生活も残す所2ヶ月半となり
ました。
　第30期の12月に松浦光善OBに「ご縁」を頂
き、北口・松原両OBに紹介者になって頂き中央
会へ入会し『もう15年が過ぎたのだな～』と考え
ながら書かせて頂きます。たくさんの先輩方・後
輩・そして18名に上る同期卒会のメンバーに

様々な事を学ばせて頂きました。
　中央会の魅力とは何なのか？それは仲間が出来る事。その仲間と本気で
物事の成功を目指し頑張れる事。その仲間と本気でバカを言い合い笑える
事。この時間全てが自分の気持ち一つで財産になるという事。殆どの会員が
自分から好きで入会してないので、入会する時の気持ちなんてどうでもいい
のです。ただ、そこには自分の一生の「財産」となる仲間がいるのです！その
「財産」を築き上げるのも、築きあげないのも自分次第！大変ですし、面倒と思
う時期もあると思いますが、入会してしまったからには、諦めて（笑）頑張って
みて損は無い会であるのは間違い無いのです。限りある中央会生活、是非出
来る限り楽しんで欲しいと思います！長年ワガママばかり言わせて頂き本当に
ありがとうございました。

松田幸紀 （かばはうすホールディングス㈱代表取締役）
　改めましてこんばんは‼からスタートする西
部青年中央会。まさかこのように世界的危機の
状況で卒会を迎えるとは。
　思い返すと、経済のイロハというより、私に
とっては物事の考え方のイロハを教えて頂いた
会でした。諸先輩方の教えである体育会系のノ
リは、全く苦痛にもならないといえば嘘になる
かもしれませんが、それを愛情として受け止め

させて頂いていたように思います。会に対しても様々な考え方の会員がお
られ、おそらくこの先も多種多様な考えで、その時その時で形を変えなが
ら活動をされていくのだと思います。
　あえて、こうあってほしいと願うのは、野武士であってほしい‼野武士像
もそれぞれだと思います。決してスマートな形でなくてもいい‼ただ真摯に
真っ直ぐ‼志高く‼
　人には、周囲を頼って成功を求める時期、周囲が自分を頼って成功を求
める時期、周囲を成功に導く時期の３段階があると聞いたことがありま
す。皆が成功を求めるのは当然なんだと思いますが、青年中央会に在籍す
る時間は期限あるもの。その期限の、それぞれの残された時間。一歩ずつ
階段を登りながら、力強く全力でやれるだけやってほしいな、と思います。
　45年間、会を築いて来られた先輩方、これから築いていかれる皆様、あ
りがとうございました‼感謝‼

竹ノ内賢一郎 （サンクリーン㈱代表取締役）

 〈 コメント 〉米子に着任してまだ半年のため、青年中央会の活動等
を通じて米子を中心とした地域を知り、また地域の皆さまのお役に
立てるよう、頑張っていきます。これから何卒よろしくお願いいたし
ます。

水　野　裕　仁
みず 　　　 の ひろ 　　　ひと

Ｏ型
住友生命保険相互会社鳥取支社　米子西支部長
生命保険業免許に基づく保険の引受け・資産の運用など
〒683‐0804 米子市米原6‐1‐7 住友生命ビル3F
TEL：32‐1268　FAX：22‐1068
（KT）090‐7296‐0307
（EM）hirohito_mizuno@am.sumitomolife.co.jp

S61.10生

R02.04（R01年度）入会
（推薦者）中村（友）
　　　　竹ノ内（賢）  

 〈 コメント 〉この度入会させて頂きました、川口慎司と申します。
中央会の活動を通じ、様々な業界の方と繋がりたいです。
地元鳥取を盛り上げる為に、全力で中央会活動に取り組みます。
皆様どうぞよろしくお願いいたします。

川　口　慎　司
かわ　　　 ぐち しん　　　 じ

A型
株式会社葬仙
葬祭業
〒683‐0033 米子市長砂町1075番地
TEL：34‐7511　FAX：34‐7541
（KT）090-2292-3419
（EM）kawaguchi-s@sousen.ne.jp

S63.6生

R02.04（R01年度）入会
（推薦者）村田（博）
　　　　木嶋（康）   
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編集後記
編集時点ではまだ４月ですが、５月号発刊時にはきっとGW
も前例のない我慢の連休として終わっていることと思いま
す。先行きの見えないこんなときだからこそ明るく前向きな
トピックスを記事にできればと思います。

（広報委員会  濵田）

5月役員会はコロナウイルス感染拡大防止のため資料の配布をもって開
催とし、確認のうえ審議を行いました。  議題は以下の通りです。
・4月例会開催報告の件
・第5回大山お地蔵さまフェスティバルの件
・6月例会開催の件
※なお、詳細については各委員長までご確認下さい。

会長連載会長連載

道なき道を道なき道を
第45期 会長　山口尚文

5月役員会報告

　新型コロナウィルスが猛威を振るっている影響により、中

央会も活動を自粛して２か月になります。関係各位の皆様に

おかれましても、事業活動・家庭等の様々なことに大きな影

響を受けておられることと思います。私自身、何か出来ること

はないかと考えては１人の人間の無力さを痛感する毎日で

す。「止まない雨はない」この言葉を信じて今は耐えましょう。

そして、当り前だと思っていた日常を取り戻した時に皆で喜

び分かち合い中央会の活動を再開できる日を心待ちにして

おります。

平成21年度 副委員長
平成30年度 委員長
令和元年度 副会長

平成26年度 副委員長
平成29年度 委員長
平成30年度 県出向理事



4月例会開催4月例会開催4月例会開催
　令和2年度4月例会は当会では初となる
映像配信による例会となった。なお、コロナウ
イルス感染予防の観点から、本例会はアン
ケートの回答を以て出席として扱い、臨時総
会においてはほぼ全会員が委任状による決
議となった。
　例会の冒頭、臨時総会が招集された。秋里直前会長が議長となり、
議事に入った。第1号議案　次年度副会長及び専務理事　指名承
認の件、第2号議案　次年度理事・監事・県出向役員候補　指名承
認の件はいずれも満場一致で承認可決し、臨時総会は閉会された。

　続く山口会長の挨拶では「3月は中央会の
歴史上はじめて例会を開催できなかった。少
しでも学ぶ機会を設けたいという想いから今
月は例会を映像配信とすることに挑戦した。
学ぶ気持ちを忘れず、前に進んで頂きたい」
と4月例会実施の意義を述べ、「必ずまた全

員が集まって活動できる日が来ると信じている。その時を楽しみにして
今は自分の家族や所属企業を守ることに精一杯になってほしい。また
状況が変わり全員が集まれるようになれば、これまで以上の活動をで
きればと思っている」と現役会員へ激励の言葉を述べられた。
　次に、地域ビジョン委員会　小谷委員長
の委員長タイムでは「組織と人間関係で観
る『本能寺の変』」と題し、織田信長を社長、
明智光秀を役員と見立て、信長がどのような
人事を行っていたか、第三者からはどのよう

に見えていたのか等、人間関係を含め詳細に説明され、歴史が苦手な
会員にも楽しめる内容となっていた。歴史や背景を知り物事の本質をと
らえることが大切であると締めくくられた。
　続いて、本例会の趣旨説明では松田委員長が「発生した問題と向き

合う際、先入観にとらわれず、誰のため・何の
ためという視点に立ち、ファンクショナル・アプ
ローチという手法を学ぶことで、問題解決への
糸口を掴むきっかけとして頂きたい」と述べ、例
会がスタートした。

　同手法は、既知の解決策（固定観念）では対応できない問題が発生
した場合において、見えている問題点だけでなく見えていない（潜在的
な）問題の本質を突き止め、見える化することで解決策を見つけ出す
手法。これをビジネスに当てはめると、まずは自社の商品やサービス

（ファンクション）を棚卸し、「誰のため」「何のため」のものなのかを考える
ことで、新しい仕事を発見したり無駄となっている労力やコストを省くこと
ができ、会社の売り上げや利益率の向上に大きく貢献できる。
　まとめでは松田委員長が「社会の変化に対応し、必要とされるために
はどうあるべきなのかを考え、解決する手法として参考にして頂きた
い。」と締めくくられ、本例会は閉会した。

（記事：髙田）

～初の映像配信例会！ ファンクショナル・アプローチとは～次年度理事・監事・県出向役員候補決定次年度理事・監事・県出向役員候補決定
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司法書士法人 田中事務所 代表社員

（平成20年3月入会）
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（平成25年6月入会）

渡邉 公平 会員
㈲渡辺商店 主任

（平成27年3月入会）
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向理事／平成27年度 委員長／平成28年
度 副会長／平成29年度 専務理事／平成
30年度 県出向監事／令和元年度 副会長

松井 淳一 会員
㈲渡部 取締役副社長
（平成25年1月入会）
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令和元年度 副委員長

4 月 終例 会 を え て 5 月 向例 会 に け て

継続準備委員会　石田倫章委員長
（ウィルビィ株式会社　課長）

　第5回大山お地蔵さまフェスティバル
実行委員長の石田です。
　第5回大山お地蔵さまフェスティバル
は新型コロナウイルス感染拡大を受け、
規模を縮小しての開催となります。一般
参加の方をお招きせず、会員のみで大山
寺参道周辺のお地蔵さま清掃を行いま
す。また、西部地区の各幼稚園・保育園に

依頼していたお地蔵さま作品展は、インターネットを利用したオン
ライン展示を予定しています。従来予定していた形と異なる形です
が、次年度以降へ継続事業として繋げられるように今回の事業を
しっかりと完遂したいと思います。会員の皆様、参加し辛い状況で
はありますが、安全を十分に配慮した企画と致しますので、可能な
範囲でのご参加をお願い致します。
※第5回大山お地蔵さまフェスティバルは参加対象者の会員を限
定して開催する事に変更となりました。また、今後の状況によっ
て再度変更の可能性があります。

政治経営委員会　松田順次委員長
（合同印刷株式会社　取締役社長室長）
　今回の4月例会は新型コロナウイルス
感染拡大防止に伴い、例会内容を動画撮
影し配信するという形で行いました。会
員が集まることなく例会を開催するとい
う初めての試みでしたが、なんとか形に
はなったと思います。
　例会の内容としましては、テーマを「経

営を進化させる問題解決力～ファンクショナル・アプローチの思考
法～」とし、今までの問題解決とは違った角度から解決策を導き出
す考え方を説明させていただきました。当初は講師先生に講演して
いただく予定でしたが、内容を委員会メンバーで説明する方法に変
更したので伝わりにくい部分もあったとは思いますが、所属企業で
も問題解決の1つの考え方として取り入れてもらえればと思います。
　例会の開催にあたり、撮影や動画の配信などスムーズにいかない
部分もありましたが、結果として良い例会となり、自分自身も多くを
学ぶ例会となりました。ありがとうございます。
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安達 信彦 会員
㈱平設計 設計課長
（平成29年2月入会）

田中 健雄  会員
司法書士法人 田中事務所 代表社員

（平成20年3月入会）

住　真介 会員
住法律事務所 代表弁護士
（平成25年6月入会）

渡邉 公平 会員
㈲渡辺商店 主任

（平成27年3月入会）

安藤 睦男 会員
山陰フェンス工業㈲ 営業
（平成28年10月入会）

堀尾 一仁 会員
㈱堀尾建築設計事務所 専務取締役

（平成26年11月入会）

中西 悠介 会員
㈱ＬＡＢＯ 工事部次長
（平成29年6月入会）

柏木 克仁 会員
㈲育成 専務取締役
（平成30年5月入会）
令和元年度 副委員長

山内 正樹 会員
㈲サンユービルド  代表取締役
（平成26年7月入会）

平成27年度 副委員長／平成28
年度 会員拡大プロジェクトリー
ダー／平成29年度 会員拡大担
当理事／平成30年度 委員長／
令和元年度 県出向理事

奥森 秀夫 会員
新和産業㈱ 工事部統括部長
（平成24年5月入会）

平成25年度 副委員長／平成26年度 県出
向理事／平成27年度 委員長／平成28年
度 副会長／平成29年度 専務理事／平成
30年度 県出向監事／令和元年度 副会長

松井 淳一 会員
㈲渡部 取締役副社長
（平成25年1月入会）

平成26年度 副委員長／平成27年度 委員長／
平成28年度 県出向理事／平成29年度 副会長
／平成30年度 副会長／令和元年度 監事

平成29年度 副委員長 平成30年度 副委員長
令和元年度 県出向理事

平成30年度 副委員長

平成22年度 副委員長
平成24年度 県出向理事
令和元年度 会計担当理事

平成28年度 副委員長
平成29年度 委員長
令和元年度 副会長

平成27年度 副委員長
令和元年度 委員長

平成29年度 副委員長
令和元年度 委員長

令和元年度 副委員長

4 月 終例 会 を え て 5 月 向例 会 に け て

継続準備委員会　石田倫章委員長
（ウィルビィ株式会社　課長）

　第5回大山お地蔵さまフェスティバル
実行委員長の石田です。
　第5回大山お地蔵さまフェスティバル
は新型コロナウイルス感染拡大を受け、
規模を縮小しての開催となります。一般
参加の方をお招きせず、会員のみで大山
寺参道周辺のお地蔵さま清掃を行いま
す。また、西部地区の各幼稚園・保育園に

依頼していたお地蔵さま作品展は、インターネットを利用したオン
ライン展示を予定しています。従来予定していた形と異なる形です
が、次年度以降へ継続事業として繋げられるように今回の事業を
しっかりと完遂したいと思います。会員の皆様、参加し辛い状況で
はありますが、安全を十分に配慮した企画と致しますので、可能な
範囲でのご参加をお願い致します。
※第5回大山お地蔵さまフェスティバルは参加対象者の会員を限
定して開催する事に変更となりました。また、今後の状況によっ
て再度変更の可能性があります。

政治経営委員会　松田順次委員長
（合同印刷株式会社　取締役社長室長）
　今回の4月例会は新型コロナウイルス
感染拡大防止に伴い、例会内容を動画撮
影し配信するという形で行いました。会
員が集まることなく例会を開催するとい
う初めての試みでしたが、なんとか形に
はなったと思います。
　例会の内容としましては、テーマを「経

営を進化させる問題解決力～ファンクショナル・アプローチの思考
法～」とし、今までの問題解決とは違った角度から解決策を導き出
す考え方を説明させていただきました。当初は講師先生に講演して
いただく予定でしたが、内容を委員会メンバーで説明する方法に変
更したので伝わりにくい部分もあったとは思いますが、所属企業で
も問題解決の1つの考え方として取り入れてもらえればと思います。
　例会の開催にあたり、撮影や動画の配信などスムーズにいかない
部分もありましたが、結果として良い例会となり、自分自身も多くを
学ぶ例会となりました。ありがとうございます。
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●4月例会開催  ●道なき道を
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次年度副会長・専務理事兼会計担当理事決定次年度副会長・専務理事兼会計担当理事決定
【副会長】

【専務理事 兼 会計担当理事】

高井 賢一 会員
美酒佳肴ゆらく 代表
（平成17年6月入会）

中村 友紀 会員
㈱サンイントウエイ 代表取締役社長

（平成20年2月入会）

永井 拓未 会員
㈱クラム 代表取締役
（平成23年3月入会）

足立　駿 会員
足立ふとん店米子店 店長
（平成24年1月入会）

恵比木 健 会員
㈱松本油店 課長代理
（平成28年1月入会）

木嶋 康之 会員
㈱D・I・P

（平成23年7月入会）

平成26年度  副委員長
平成28年度 委員長
平成29年度 県出向理事
平成30年度 副会長

平成25年度 副委員長
平成27年度 委員長
平成28年度 県出向理事
平成30年度 委員長

平成29年度 副委員長
平成30年度 委員長
令和元年度 専務理事

平成25年度 副委員長
平成27年度 県出向理事
平成29年度 委員長
平成30年度 県出向理事

　コロナ騒動真っ只中の4月11日に原稿を書い
ているので、中央会生活も残す所2ヶ月半となり
ました。
　第30期の12月に松浦光善OBに「ご縁」を頂
き、北口・松原両OBに紹介者になって頂き中央
会へ入会し『もう15年が過ぎたのだな～』と考え
ながら書かせて頂きます。たくさんの先輩方・後
輩・そして18名に上る同期卒会のメンバーに

様々な事を学ばせて頂きました。
　中央会の魅力とは何なのか？それは仲間が出来る事。その仲間と本気で
物事の成功を目指し頑張れる事。その仲間と本気でバカを言い合い笑える
事。この時間全てが自分の気持ち一つで財産になるという事。殆どの会員が
自分から好きで入会してないので、入会する時の気持ちなんてどうでもいい
のです。ただ、そこには自分の一生の「財産」となる仲間がいるのです！その
「財産」を築き上げるのも、築きあげないのも自分次第！大変ですし、面倒と思
う時期もあると思いますが、入会してしまったからには、諦めて（笑）頑張って
みて損は無い会であるのは間違い無いのです。限りある中央会生活、是非出
来る限り楽しんで欲しいと思います！長年ワガママばかり言わせて頂き本当に
ありがとうございました。

松田幸紀 （かばはうすホールディングス㈱代表取締役）
　改めましてこんばんは‼からスタートする西
部青年中央会。まさかこのように世界的危機の
状況で卒会を迎えるとは。
　思い返すと、経済のイロハというより、私に
とっては物事の考え方のイロハを教えて頂いた
会でした。諸先輩方の教えである体育会系のノ
リは、全く苦痛にもならないといえば嘘になる
かもしれませんが、それを愛情として受け止め

させて頂いていたように思います。会に対しても様々な考え方の会員がお
られ、おそらくこの先も多種多様な考えで、その時その時で形を変えなが
ら活動をされていくのだと思います。
　あえて、こうあってほしいと願うのは、野武士であってほしい‼野武士像
もそれぞれだと思います。決してスマートな形でなくてもいい‼ただ真摯に
真っ直ぐ‼志高く‼
　人には、周囲を頼って成功を求める時期、周囲が自分を頼って成功を求
める時期、周囲を成功に導く時期の３段階があると聞いたことがありま
す。皆が成功を求めるのは当然なんだと思いますが、青年中央会に在籍す
る時間は期限あるもの。その期限の、それぞれの残された時間。一歩ずつ
階段を登りながら、力強く全力でやれるだけやってほしいな、と思います。
　45年間、会を築いて来られた先輩方、これから築いていかれる皆様、あ
りがとうございました‼感謝‼

竹ノ内賢一郎 （サンクリーン㈱代表取締役）

 〈 コメント 〉米子に着任してまだ半年のため、青年中央会の活動等
を通じて米子を中心とした地域を知り、また地域の皆さまのお役に
立てるよう、頑張っていきます。これから何卒よろしくお願いいたし
ます。

水　野　裕　仁
みず 　　　 の ひろ 　　　ひと

Ｏ型
住友生命保険相互会社鳥取支社　米子西支部長
生命保険業免許に基づく保険の引受け・資産の運用など
〒683‐0804 米子市米原6‐1‐7 住友生命ビル3F
TEL：32‐1268　FAX：22‐1068

R02.04（R01年度）入会
（推薦者）中村（友）
　　　　竹ノ内（賢）

 〈 コメント 〉この度入会させて頂きました、川口慎司と申します。
中央会の活動を通じ、様々な業界の方と繋がりたいです。
地元鳥取を盛り上げる為に、全力で中央会活動に取り組みます。
皆様どうぞよろしくお願いいたします。

川　口　慎　司
かわ　　　 ぐち しん　　　 じ

A型
株式会社葬仙
葬祭業
〒683‐0033 米子市長砂町1075番地
TEL：34‐7511　FAX：34‐7541

R02.04（R01年度）入会
（推薦者）村田（博）
　　　　木嶋（康） 
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編集後記
編集時点ではまだ４月ですが、５月号発刊時にはきっとGW
も前例のない我慢の連休として終わっていることと思いま
す。先行きの見えないこんなときだからこそ明るく前向きな
トピックスを記事にできればと思います。

（広報委員会  濵田）

5月役員会はコロナウイルス感染拡大防止のため資料の配布をもって開
催とし、確認のうえ審議を行いました。  議題は以下の通りです。
・4月例会開催報告の件
・第5回大山お地蔵さまフェスティバルの件
・6月例会開催の件
※なお、詳細については各委員長までご確認下さい。

会長連載会長連載

道なき道を道なき道を
第45期 会長　山口尚文

5月役員会報告

　新型コロナウィルスが猛威を振るっている影響により、中

央会も活動を自粛して２か月になります。関係各位の皆様に

おかれましても、事業活動・家庭等の様々なことに大きな影

響を受けておられることと思います。私自身、何か出来ること

はないかと考えては１人の人間の無力さを痛感する毎日で

す。「止まない雨はない」この言葉を信じて今は耐えましょう。

そして、当り前だと思っていた日常を取り戻した時に皆で喜

び分かち合い中央会の活動を再開できる日を心待ちにして

おります。

平成21年度 副委員長
平成30年度 委員長
令和元年度 副会長

平成26年度 副委員長
平成29年度 委員長
平成30年度 県出向理事




